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市民・事業者・学生ニーズ（アンケート）調査結果まとめ 
 
１．目的 

「白井市第 3 次環境基本計画」の策定を行うにあたり、検討の基礎資料とするため、市民・事業者・

学生等の環境配慮への意識や市の施策におけるニーズ等を把握するものである。 
 
２．実施概要 

 
表 市民・事業者・学生ニーズ（アンケート）実施概要 

 市民 事業者 学生 

対
象 

郵送 Web 
・（一社）白井工業団地協議会会員 

227 事業者 

・商工会会員 524 事業者 

・市内の小学 4 年生 677 人 

・市内の中学 2 年生 739 人 

・市内の満 18 歳

以上の市民に

対して住民台

帳から無作為

抽出 

・Web アンケー

ト会社登録モ

ニターから白

井市民を無作

為抽出 

調
査
項
目 

・設問 1～8 回答者の属性 
・設問 9 環境保全行動の実践状況 
・設問 10  省エネ・再エネ設備の利

用状況 
・設問 11、12 市の取組への満足

度・重要度 
・設問 13 望ましい環境像 
・設問 14 将来残したい場所 
・設問 15～17 環境に関する情報

の認知度 
・設問 18 市に望む環境施策 
・設問 19 環境に関する意見 

・設問 1～4 事業所の属性 
・設問 5 環境保全行動の実践状況 
・設問 6 省エネ・再エネ設備の利

用状況 
・設問 7、8 市の取組への満足度・

重要度 
・設問 9、10 環境問題への考え方 
・設問 11 環境に配慮した事業活

動の実施状況 
・設問 12 市に望む環境施策 
・設問 13 環境に関する意見 

・設問 1 市の取組への満足度・

重要度 
・設問 2 環境保全行動の実践状     

況 
・設問 3 望ましい環境像 
・設問 4 将来残したい場所 
・設問 5、6 環境に関する情報の

認知度 

回
収
率 

53.8%（1,076
人／2,000 人） 

19.6%（110 人

／562 人） 
33.6%（252 事業所／751 事業所） 

75.5%（1069 人／1416 人） 
（11 校／14 校） 

※3 校は新型コロナウイルスの

影響等により未実施 

実
施

時
期 

令和 2年 2月 14
日～3 月 10 日 

令和 2年 2月 17
日～2 月 19 日 

令和 2 年 2 月 14 日～3 月 10 日 令和 2 年 2 月 14 日～3 月 10 日 

発
送
回
収

方
法 

調査票の郵送回

収 
Web ページで

の回収 
調査票の郵送回収 各学校へ配布・回収 

送
付
資
料 

・依頼文 
・調査票 
※リマインダ葉

書を送付 

－ 
・依頼文 
・調査票 

・依頼文 
・調査票 

 
  

資料 
２ 

令和２年１０月２１日 
第２回白井市環境審議会 
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３．調査結果の概要 

１）市民 

  
■環境の保全に関わる行動の実践状況 

●単純集計  

 ・「⑪エアコンの設定温度は強すぎないように設定している」の実施率（いつも行っていると時々行っ

ているの合計の値）が 92.3%と最も高く、次いで「④ごみや吸い殻の投げ捨てをしないように心が

けている」の実施率が 92.0%と高い。 
・「㉙環境保全や環境教育等に取組む市民団体やNPO活動の団体に参加している」が 5.8%と最も低い。 

 ・全体的に公害対策、ごみ対策の項目の取組の実施率は高い傾向にある。 
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② 節水に努めている

④ ごみや吸い殻の投げ捨てをしないように心がけている

⑤ ごみの自家焼却や野焼きをしないように心がけている

⑥ ペットが人への危害や近隣への迷惑をかけないように心がけている

⑦ 浄化槽は適正に維持管理を行っている

⑧ 所有地は草刈りなど適正に維持管理を行っている

⑨ 家電製品は環境性能を重視して購入している

⑩ 電気器具は電源をこまめに消している

⑪ エアコンの設定温度は強すぎないように設定している

⑫ つる植物による緑のカーテンを育てている

⑬ 自動車を運転する際はアイドリングストップを心がけている

⑭ 公共交通機関や自転車、徒歩で移動するように心がけている

⑮ 地元産の農産物を選んで購入している

⑰ 公園や水辺で自然と親しんでいる

⑱ 地域の動植物（ペットを除く）を大切にしている

⑲ 市民農園や観光農園などで農業に親しむ、農業に従事している

⑳ ごみは減量・分別し、リユースやリサイクルに努めている

㉑ 生ごみは水切りしてから捨てている

㉒ 買い物袋を持参し、過剰包装や使い捨て製品の購入は控えている

㉔ 原材料や製造工程が環境に配慮された製品を購入している

㉖ 環境問題や地域の環境について調べている

㉗ 環境問題について家族、友人、同僚等と話し合っている

㉘ 地域の清掃、緑化、リサイクル活動等に参加している

㉚ 地域の文化財や伝統の保護、継承に協力している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも行っている 時々行っている 今後行いたい 今後も行わない 自身に該当しない 無記入
① 排水口ネットの使用や洗剤の適正利用など、生活排水の汚れを

減らすよう心がけている

③ 音響機器や楽器の音が近隣への生活騒音にならないように
気を付けている

⑯ 気候の変化に伴う熱中症や洪水、感染症発生などリスクに
備えている

㉓ マイボトルを持参し、外出時にペットボトル飲料などをできるだけ
購入しないよう心がけている

㉕ 食品は必要以上に購入せず、食べ残しをしないなど食品ロス
の削減に努めている

㉙ 環境保全や環境教育等に取組む市民団体やNPOの活動に
参加している

（n=1186）(単位：％)
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●クロス集計（一部抜粋）  

 ・「⑨家電製品は環境性能を重視して購入している」、「⑳ごみは減量・分別し、リユースやリサイクル

に努めている」など年齢が高くなると実施率が上がる傾向にある。 
 

 

 

■省エネ・再エネ設備の利用状況と導入していない理由 
●単純集計  

 ・LED 照明及び省エネ型エアコン等の省エネ型家電は一定数が導入済み。 
 ・導入していない理由では集合住宅であることが最大の理由。 
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●クロス集計（一部抜粋）  

 ・「①太陽光発電システム」は、持ち家の戸建住宅では 16%と一定程度導入が進んでいる。 
・借家（アパート・マンション）は LED 照明や省エネ型家電の導入率が低い傾向にある。 

 

 

 

 

■環境の取組に対する満足度及び重要度 

・満足度・重要度ともに高い項目 
（図中の右上のエリア） 

→ 大気、住宅周辺の生活環境、 
安全対策関係の取組 

 ・満足度は高いが重要度は低い項目 
（図中の左上のエリア） 

→ 廃棄物、緑・生きもの、 
農業関係の取組 

 ・満足度は低いが重要度は高い項目 
（図中の右下のエリア） 

→ 交通の利便性関係の取組 
 ・満足度・重要度ともに低い取組 

（図中の左下のエリア） 
→ 水質、低炭素、環境活動関連の取組 
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●クロス集計  

・白井第二小学校区の「①空気のきれいさ」、「④住まい周辺の清潔さ」の満足と回答している人の割

合が少ない傾向にある。一方、池の上小学校区の「①空気のきれいさ」を満足と答えた人の割合が

多い傾向にある。 
・白井第一小学校区および七次台小学校区の「⑫交通事故や洪水災害に対して安心できるまち」の不

満の割合が高い傾向にある。一方、池の上小学校区、桜台小学校区は満足と答えた人の割合が多い

傾向にある。 

 
  

No. 項目 満足度 重要度 
① 大気のきれいさ（大気汚染や悪臭の少なさ） 35.14 7.80 
② 河川や水路の水の清らかさ 30.00 1.55 
③ 住まいの周辺の静けさ（騒音や振動の少なさ） 34.63 6.23 
④ 住まいの周辺の清潔さ 35.20 5.77 
⑤ 市全体のごみの分別収集やリサイクルの進展 34.39 2.73 
⑥ 樹林地や緑地との親しみやすさ 34.75 1.28 
⑦ 生きもの（野鳥、動植物、昆虫等）との親しみやすさ 33.52 0.78 
⑧ 河川・湧水等の水辺との親しみやすさ 29.70 0.43 
⑨ 農業や園芸との親しみやすさ 31.51 0.51 
⑩ 田園風景の美しさ 32.07 0.77 
⑪ 街並みの美しさ 31.77 2.42 
⑫ 交通事故や洪水災害に対して安心できるまち 32.18 8.94 
⑬ 歴史的・文化的雰囲気 28.73 0.45 
⑭ 自動車に過度に依存しない公共交通機関、自転車利用のしやすさ 23.51 8.52 
⑮ 公園や遊歩道の多さ 31.20 2.93 
⑯ 市民・事業者における省エネ行動の定着 27.07 0.84 
⑰ 建物や設備の省エネ化や再生可能エネルギーの普及 26.75 1.01 
⑱ 市の環境の施策や現状に関する情報の入手しやすさ 26.39 1.08 
⑲ 市民・事業者による地域の環境保全活動への参加 26.96 0.62 
 平均 30.86 2.88 
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40.4

39.5

36.8

23.0

35.5

43.1

37.7

51.0

28.9

30.8

24.7

33.6

36.1

29.6

6.9

17.0

9.1

2.7

4.8

6.2

4.8

13.1

2.0

4.2

7.5

2.7
0.7

1.9

2.4

1.6
2.6

8.3

5.7

3.5

5.3

3.4

3.1

2.4

2.5

2.6

(n=72)

(n=143)

(n=187)

(n=162)

(n=122)

白井第一小学校区

白井第二小学校区

白井第三小学校区

大山口小学校区

南山小学校区

池の上小学校区

清水口小学校区

七次台小学校区

桜台小学校区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

④ 住まいの周辺の清潔さ
満足 やや満足 普通
やや不満 不満 無記入

(n=53)

(n=146)

(n=125)

(n=152)

(単位：％)

4.2

5.7

7.7

12.8

10.3

16.7

15.2

13.1

18.4

11.1

20.8

17.5

24.6

33.6

35.8

21.6

26.2

30.9

56.9

49.1

55.2

44.4

42.5

35.2

48.0

33.6

37.5

16.7

13.2

12.6

10.7

9.6

6.2

8.8

18.9

7.2

3.8

4.9
2.1

1.4

4.3

4.8

5.7

3.9

11.1

7.5

2.1

5.3

2.7

1.9

1.6

2.5

2.0

(n=72)

(n=53)

(n=143)

(n=187)

(n=146)

(n=162)

(n=125)

(n=122)

(n=152)

白井第一小学校区

白井第二小学校区

白井第三小学校区

大山口小学校区

南山小学校区

池の上小学校区

清水口小学校区

七次台小学校区

桜台小学校区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑫ 交通事故や洪水災害に対して安心できるまち
満足 やや満足 普通
やや不満 不満 無記入

(単位：％)
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■望ましい環境像 

●単純集計  

・「⑥電車やバスなどの公共交通機関や自転車・徒歩での移動が便利なまち」が 73.1%と最も高く、「①

空気や水がきれいな公害のないまち」が 62.4%と次いで高い 

 
 
●クロス集計  

・20 代、30 代は「②公園・緑地や水辺がたくさんあるまち」の回答率が高い傾向にある 
・60 代以上は「⑩市民・事業者が積極的に地域の環境保全に参加するまち」の回答率が高い傾向にある 
 

■大切だと思うまたは将来に残したい場所 

 ・大切と思う場所の回答で最も多かったのは「七次川調整池」の 76 件であった。理由は「オオハクチ

ョウの観察ができるから」などオオハクチョウに関するものが多い。 
 ・次いで、公園など市民が活用する機会の多い場所を残したいという回答が多かった。 
 
■環境に関する情報の認知度 

 ・環境都市宣言、環境基本計画、環境白書を読んだことがある人は数%と低い 
 ・「カミツキガメ」の認知度は 71.0%と高いが、「ナガエツルノゲイトウ」は 4.9%と低い 
 ・SDGs は半数以上が名前を聞いたことがあり、パリ協定は 80%程度の人が名前を聞いたことがあり、

認知度は高い。 
  

62.4 

32.1 

8.5 

21.5 

8.4 

73.1 

11.8 

18.0 

27.2 

10.2 

1.9 

2.8 

① 空気や水がきれいな公害のないまち

② 公園・緑地や水辺がたくさんあるまち

③ 鳥や虫などの生き物とふれあえるまち

④ 建物や住宅などのまちなみの美しいまち

⑤ 神社・仏閣などの歴史的な建物や文化がたくさん残るまち

⑥ 電車やバスなどの公共交通機関や自転車・徒歩での移動が便利なまち

⑦ 二酸化炭素の排出が少ない低炭素なまち

⑧ 太陽光や水素エネルギーなどのクリーンなエネルギーを積極的に利用するまち

⑨ ごみの削減やリサイクルに取り組むまち

⑩ 市民・事業者が積極的に地域の環境保全に参加するまち

⑪ 環境について学べる機会の多いまち

⑫ その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(単位：％)
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■市に望む環境施策 

 ・「④資源リサイクルの推進のためのリサイクルシステムの整備・支援」が 46.9%と最も多くの回答が

あり、「①条例等による大気や水質等の規制・監視の強化」が 46.6%と望んでいる人が次いで多い 

 
 
 
 
  

46.6 

33.4 

28.7 

46.9 

23.2 

14.6 

12.8 

26.4 

10.2 

12.8 

21.9 

8.2 

3.0 

① 条例等による大気や水質等の規制・監視の強化

② 環境保全のための公的融資や補助金制度の充実

③ 環境問題に取り組むための市民向け指針、ガイドラインの作成

④ 資源リサイクルの推進のためのリサイクルシステムの整備・支援

⑤ 市民、行政、ＮＰＯ、事業所等が相互に協力できる環境づくり

⑥ 市役所における環境にやさしい製品・商品の積極的な購入

⑦ 市民の環境対策に関する専門知識を備えた相談窓口の設置

⑧ 環境対策の具体的事例や新技術などに関する情報の発信

⑨ 環境問題に取り組むための人材紹介や派遣

⑩ 市民の環境保全への取組みを評価する制度づくり

⑪ 市民の環境保全に関する取組みについてのＰＲ

⑫ 特に期待することはない

⑬ その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(単位：％)
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２）事業者   
■環境の保全に関わる行動の実践状況 

 ・全体的に公害対策、省エネ・温暖化対策、ごみ対策の実施率は高い 
 ・「㉕環境会計を導入している」の実施率は 2.0%と最も低く、次いで「㉔環境保全の取組状況などをま

とめた環境報告書を作成している」が 19.0%と低い 
  

   

55.6 

21.8 

57.5 

40.9 

72.6 

53.2 

61.1 

14.7 

43.7 

12.3 

8.7 

4.4 

40.9 

61.9 

38.9 

32.1 

26.6 

29.0 

9.1 

15.5 

11.1 

10.7 

14.7 

7.1 

1.2 

4.0 

6.0 

7.1 

10.3 

34.5 

13.9 

17.5 

12.7 

19.8 

16.3 

13.9 

10.7 

8.3 

3.2 

26.2 

21.8 

39.3 

19.8 

9.5 

20.2 

8.3 

6.3 

1.6 

3.6 

19.4 

2.0 

0.8 

14.3 

7.9 

4.0 

16.7 
2.8 

9.5 
4.4 

8.3 

9.9 

17.5 

9.9 

32.1 

34.1 

27.4 

15.5 

6.3 

12.3 

9.1 

6.7 

20.6 

27.0 

29.8 

27.0 

26.6 

26.2 

28.2 

27.8 

33.7 

32.1 

3.6 

2.0 

0.8 

23.8 

1.2 

7.5 

9.5 

8.7 

0.4 

0.4 

1.2 

0.4 

0.4 

5.6 

7.5 

10.7 

14.7 

14.7 

7.9 

20.6 

23.0 

15.5 

14.3 

29.8 

43.3 

2.8 

28.2 

3.6 

21.4 

6.3 

23.8 

29.0 

33.7 

34.9 

48.0 

12.7 

6.7 

6.0 

35.7 

54.4 

21.0 

44.8 

32.5 

40.9 

40.5 

28.6 

38.1 

42.1 

29.0 

34.9 

3.6 

4.4 

2.4 

5.6 

2.0 

3.6 

2.8 

4.0 

2.4 

3.6 

4.4 

8.3 

4.4 

2.8 

2.4 

2.8 

2.4 

3.6 

3.2 

5.2 

4.8 

4.0 

3.2 

4.0 

5.2 

3.6 

4.8 

②公害防止のため、法律や条例を上回る自主規制基準を設け、運用している

③ 事業所内及び周辺の清掃に努めている

④ 建築物は周辺の景観との調和を考慮している

⑤ 事務機器、空調機器、照明等の節電に努めている

⑥ クールビズ・ウォームビスを励行している

⑦ 自動車のアイドリング・ストップや省エネ運転に努めている

⑧ 公共交通機関や自転車、徒歩での通勤・移動を励行している

⑨ 輸送・配送の合理化に取り組んでいる

⑩ 事業所の温室効果ガス排出量やエネルギー消費量を把握している

⑪ 省エネ診断やESCO事業※を活用し、設備や運用改善を図っている

⑫ カーボン・オフセットを利用している

⑬ 気候の変化に伴う浸水や熱中症の発生のリスクに備えて対策を行っている

⑭ 廃棄物の発生抑制・再使用・リサイクルに努めている

⑮ 再生紙やリサイクル品を積極的に購入している

⑯ 製品の容器・包装の簡略化に努めている

⑰ 食品ロスの削減に努めている

⑱ 事業所内の緑化に努めている

⑲ 生物多様性の保全につながる取組を実施している

⑳ 環境保全のための指針等を策定している

㉒ 環境対策部署や担当者を設置している

㉓ 従業員への環境教育や指導を行っている

㉔ 環境保全の取組状況などをまとめた環境報告書を作成している

㉕ 環境会計を導入している

㉖ 県や市、団体が主催する環境関連のイベントなどに参加・協力している

㉗ 環境保全行動（CSR活動など）を実施している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも行っている 時々行っている 今後行いたい 今後も行わない 自社に該当しない 無記入

①事業活動に伴い発生する排煙、排水、廃液、騒音、振動、地盤沈下、悪臭、化
学物質等に関し、公害防止に係る法律や条例を遵守している

㉑ ISO14001やエコアクション21などの認証取得や独自の環
境マネジメントシステムを構築している

（n=252）（単位：％）



9 
 

■省エネ・再エネ設備の利用状況と導入していない理由 

 ・「⑩LED 照明」は 66.7%、「⑬省エネ型便座」が 22.2%、「⑫省エネ型空調機器」および「⑭次世代自

動車」の導入が 21.4%と高くなっている。 
 ・導入していない理由では「費用が高いから」、「テナントだから」のと回答した事業者が多い 

 
 
■環境の取組に対する満足度及び重要度 

・満足度・重要度ともに高い項目 
（図中の右上のエリア） 
→ 大気、事業所周辺の環境、 

廃棄物、関係の取組 
・満足度は高いが重要度は低い項目 
（図中の左上のエリア） 
→ 緑・生きもの、農業関係の取組 
・満足度は低いが重要度は高い項目 
（図中の右下のエリア） 
→ 安全、交通の利便性関係の取組 
・満足度・重要度ともに低い取組 
（図中の左下のエリア） 
→ 低炭素、景観、環境活動関連の取組 

5.6 

1.2 

1.6 

2.0 

0.8 

3.6 

66.7 

9.9 

21.4 

22.2 

21.4 
2.8 

9.5 

9.1 

11.5 

4.8 
2.4 

1.2 
1.2 

0.8 

2.0 

5.2 
1.6 

2.8 

15.1 

5.2 

11.9 

8.3 

12.3 

6.0 

5.2 

4.0 

8.3 

85.7 

92.1 

94.0 

92.5 

94.0 

93.7 

88.1 

92.9 

88.9 

13.5 

77.4 

59.9 

63.1 

61.5 

85.7 

79.0 

82.5 

75.8 

4.0 

4.4 

4.8 

4.8 

5.2 

4.4 

4.8 

4.8 

4.8 

4.8 

7.5 

6.7 

6.3 

4.8 

5.6 

6.3 

4.4 

4.4 

①太陽光発電システム

②太陽熱利用システム

③小形風力発電システム

④バイオマス燃料やバイオマス発電システム

⑤地中熱利用システム

⑥燃料電池システム

⑦蓄電システム

⑧ガスコージェネレーションシステム

⑨エネルギーマネジメントシステム（BEMS、FEMS）

⑩LED照明

⑪高効率給湯器

⑫省エネ型空調機器

⑬省エネ型便座

⑭次世代自動車

⑮V2H（電気自動車用充給電装置）

⑯断熱窓（複層ガラス又は二重窓）

⑰雨水貯留タンク

⑱クリーンな電気を取り扱う電力会社への切り替え

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 概ね10年以内に購入する予定 利用の予定はない 無記入 （n=252）（単位：％）
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■環境問題に対する考え 

 ・「④省エネ行動や廃棄物の削減に努めている」が 51.0%と高く、「③エネルギー消費量や温室効果ガ

スの排出量の報告を行っている」が 6.7%と低い 
 ・法律等の範囲で順守するや企業の社会的責任として環境問題に取組むといった回答が 26.6%と多く、

ビジネスチャンスとして取組むと回答した事業者は 2.4%と少ない 
 ・独自取組として、堆肥や肥料の高品質化やバイオマス発電の原料を公共剪定枝等にする取組がある。 

 

 

No. 項目 満足度 重要度 
① 大気の環境改善 空気のきれいさ（大気汚染や悪臭の少なさ） 31.94 7.18 
② 河川や水路の水の清らかさ 29.37 2.10 
③ 事業所の周辺の静けさ（騒音や振動の少なさ） 30.48 3.57 
④ 事業所の周辺の清潔さ 29.60 3.41 
⑤ 市全体のごみの分別収集やリサイクルの進展 31.43 4.44 
⑥ 樹林地や緑地との親しみやすさ 32.31 1.31 
⑦ 生きもの（野鳥、動植物、昆虫等）との親しみやすさ 31.35 0.68 
⑧ 河川・湧水等の水辺との親しみやすさ 29.80 0.44 
⑨ 農業や園芸との親しみやすさ 31.63 0.64 
⑩ 田園風景の美しさ 31.94 0.64 
⑪ 街並みの美しさ 29.76 2.38 
⑫ 交通事故や洪水災害に対して安心できるまち 28.77 9.56 
⑬ 歴史的・文化的雰囲気 28.93 0.56 
⑭ 自動車に過度に依存しない公共交通機関、自転車利用のしやすさ 22.06 6.91 
⑮ 公園や遊歩道の多さ 27.86 1.71 
⑯ 市民・事業者における省エネ行動の定着 27.14 1.35 
⑰ 建物や設備の省エネ化や再生可能エネルギーの普及 26.75 1.35 
⑱ 市の環境の施策や現状に関する情報の入手しやすさ 27.06 1.71 
⑲ 市民・事業者による地域の環境保全活動への参加 28.06 1.03 
 平均 29.28 2.68 

 

9.2 

31.0 

6.7 

51.0 

35.1 

1.7 

①環境配慮対応型の製品製造や技術開発、サービス提供を行っている

② 公害対策に関する法律や条例を遵守している

③ エネルギー消費量や温室効果ガス排出量の報告を行っている

④ 省エネ行動や廃棄物の削減に努めている

⑤ 特になし

⑥ その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（単位：％） （n=239）

26.6 10.7 26.6 2.4 21.4 
0.8 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①環境への配慮は企業の社会的責任として他社に関係なく最大限実施していく予定である
② 周辺他社の動向をみながら同等の取組を実施していく予定である
③ 法律や条例の範囲内で実施していく予定である
④ ビジネスチャンスとして捉えて取り組んでいく予定である
⑤ 特に実施する予定はない
⑥ その他
無記入

（n=252）（単位：％）
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■市に望む環境施策 

 ・「④資源リサイクルの推進のためのリサイクルシステムの整備・支援」が 32.1%と最も多く、次いで

「②環境保全のための公的融資や補助金制度の充実」を望む事業者が 28.5%と多い  

 
 
 

 

 

25.8 

28.5 

16.7 

32.1 

14.0 

7.2 

10.9 

17.2 

4.5 

4.1 

5.4 

16.3 

0.9 

①条例等による大気や水質等の規制・監視の強化

②環境保全のための公的融資や補助金制度の充実

③環境問題に取り組むための事業者向け指針、ガイドラインの作成

④資源リサイクルの推進のためのリサイクルシステムの整備・支援

⑤事業所、行政、ＮＰＯ、市民等が相互に協力できる環境づくり

⑥ 市役所における環境にやさしい製品・商品の積極的な購入

⑦事業者の環境対策に関する専門知識を備えた相談窓口の設置

⑧環境対策の具体的事例や新技術などに関する情報の発信

⑨環境問題に取り組むための人材紹介や派遣

⑩事業所の環境保全への取組みを評価する制度づくり

⑪ 事業所の環境保全に関する取組みについてのＰＲ

⑫特に期待することはない

⑬ その他

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

（単位：％）



12 
 

３）学生 

   
■環境の保全に関わる行動の実践状況 

・満足度・重要度ともに高い項目（図中の右上のエリア） 
→ 緑、道路整備関係の取組 

  ・満足度は高いが重要度は低い項目（図中の左上のエリア） 
→ 景観、低炭素関係の取組 

  ・満足度は低いが重要度は高い項目（図中の右下のエリア） 
→ 水質、静かさ関係の取組 

  ・満足度・重要度ともに低い取組（図中の左下のエリア） 
→ 生きもの、環境活動関連の取組 
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■環境の保全に関わる行動の実践状況 

 ・「①水や電気をむだに使わないように気をつけている」の実施率は 84.6%と最も高く、次いで「③

大きな音や声に気をつけ、まわりに迷惑をかけないようにしている」が 80.1%と高い 
 ・「⑨学校や市役所などの行事に参加している」が 18.4%と最も低く、次いで「⑩家族や友達などと

環境問題について話し合うようにしている」19.1%と低い 

 
 

  

No. 項目 満足度 重要度 
① 空気がきれいで、さわやかだ。いやなにおいがしない。 34.69 11.40 
② 川や水辺がきれい 27.68 4.16 

③ まわりが静かだと感じる（車やバイク、お店や工場の音が
うるさくない） 

23.72 5.22 

④ 夜、星がたくさん見える 34.91 3.64 
⑤ 野生の生きものを見かけることがよくある 29.11 2.26 
⑥ 自然のままの緑が多く残されていると感じる 36.79 4.90 
⑦ まちのなかに植木や緑が多いと感じる 39.67 2.23 
⑧ 街なみや田んぼなどの風景がきれいだと感じる 32.82 1.49 
⑨ 歩道、自転車道を安心して歩ける自転車に乗ることができる 37.24 4.43 
⑩ ごみのポイすてをよく見かける 35.39 7.49 
⑪ ひとり一人の節電意識が高い 27.88 3.12 

⑫ 建物などにおける、太陽光発電などの積極的な利用が進ん
でいる 

32.01 1.44 

⑬ まちの環境活動に参加する機会がある  24.41 1.43 
⑭ まちの環境について勉強する機会がある 27.76 1.03 
 平均 31.72 3.87 

 

39.1 

19.2 

47.1 

38.5 

22.6 

14.6 

52.9 

50.7 

5.4 

6.0 

45.5 

20.5 

33.0 

35.5 

23.6 

19.8 

25.4 

27.9 

13.0 

13.1 

11.1 

45.1 

14.6 

17.2 

38.4 

43.1 

15.7 

15.1 

54.3 

53.6 

3.8 

14.5 

4.8 

8.4 

14.7 

22.1 

5.2 

5.3 

26.3 

26.9 

0.5 

0.7 

0.5 

0.4 

0.7 

0.4 

0.7 

1.0 

0.9 

0.4 

①水や電気をむだに使わないように気をつけている

②花や木を育てている

③大きな音や声に気をつけ、まわりに迷惑(めいわく)をかけないようにしている

④ごみをできるだけ出さないように、エコバッグでの買い物や食べ残しをしないようにしている

⑤マイボトルを持参し、外出時にペットボトル飲料などをできるだけ買わないよう心がけている

⑥清掃(せいそう)、美化活動に参加している

⑦外出するときは、ごみを家に持って帰るようにしている

⑧気候の変化による熱中症(ねっちゅうしょう)や洪水(こうずい)などの危険(きけん)に気をつけている

⑨学校や市役所などの行事に参加（エコクラブや環境(かんきょう)ポスターに応募(おうぼ)など）している

⑩家族や友達などと環境(かんきょう)問題について話し合うようにしている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている 時々している あまりしていない
これからしていきたい 無記入

（n=1069）（単位：％）
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■望ましい環境像 

 ・「①空気や水がきれいな公害のないまち」が 23.6%と最も高く、次いで、「⑥電車やバスなど公共

交通機関や徒歩・自転車での移動が便利なまち」が 13.6%と高い 

 
 

■大切だと思うまたは将来に残したい場所 

 ・大切と思う場所の回答で最も多かったのは「七次川調整池」で、「オオハクチョウの観察ができる

から」などオオハクチョウに関する理由が残したい理由として多い 
 ・次いで、活用する機会の多い公園を残したい場所をとした回答が多い 
 
■環境に関する情報の認知度 

 ・「カミツキガメ」、「オオキンケイギク」、「ナガエツルノゲイトウ」を市内で見たことがあるのは 10%
前後であった。また、「カミツキガメ」の認知度が約 86%と高い 

 ・SDGs のロゴマークは「初めて見た」が 60.6%と最も多いが、「見たことはある」が約 26%いる 

23.6 

11.8 

8.1 

10.5 

5.6 

13.6 

8.8 

3.3 

9.3 

1.9 

0.9 

2.5 

①空気や水がきれいな公害のないまち

② 公園や緑地や水辺がたくさんあるまち

③ 鳥や虫などの生き物とふれあえるまち

④ 家や建物などの街なみの美しいまち

⑤ 神社やお寺などの歴史的な建物や文化がたくさんあるまち

⑥ 電車やバスなど公共交通機関や徒歩・自転車での移動が便利なまち

⑦ 二酸化炭素の排出が少ないまち

⑧ 太陽光や水素などのクリーンなエネルギーを積極的に利用するまち

⑨ ごみをへらし、リサイクルなどを積極的に進めるまち

⑩ ひとり一人が積極的に地域の環境活動に参加するまち

⑪ 環境について学べる機会の多いまち

⑫ その他

0% 10% 20% 30%

（単位：％） （n=1069）


